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1’ 福島県｢はらまち九条の会｣会報N0.
2015（平成27）年10月 7日

し毎年9月1日の関東大震災になると、高齢の南相馬市民が誇らしげに思い出すの畝今
は無き『無線塔』のこと。第一報をアメリカに打電し、各国からの救援が開始されまし
た。しそして東日本大震災・原発事故が起こると、『無線塔』と『福島原発』の奇妙な
符合が語られるようになります。ともに時代の最先端として日本や関東のために活躍や
貢献をしたにもかかわらず、無用になったり事故で簡単に見捨てられていることが重なり
犠牲さえ強いられています。い「無線塔」は残っていれば“産業遺産”で、語り継ぎたい
郷土の誇りです。「今さら無線塔か」と仰らないでく裏面・記事＞をご覧ください。
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鎖聯・卿声ご宛跡形伽"/警儒溢潔ﾉの〆秀"吻雛
○安保法制に賛成が読売・産経・日経新聞、反対抗蟻しているのが朝日・毎日・東京（中日）
新聞・河北新報などと言われています。福島民報・福島民友はどうなのでしょう？
○NHKテレビはいい番組が多いのに、ニュースウオッチ9をはじめニュース幸随は政府与党の
広報局に成り下がり、もはや公共放送ではないという声も。渋谷の放送センター、各地のNHK
に「公正な報道を」の抗議デモも起こっています。他テレビ局も新聞社も政府与党にコントロー
ルされ要警戒。原発報道のように濡されない賢さや、見抜く力が国民に要求されます。
○今国会で国民は『憲法の立憲主義』『法の支配』を学び、“デモ”に目覚め、若者に希望
を持てたことが救いとの声も。また解説評論家、メディアを厳しく見る目もできました。
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:蕊不霊蝋|持ちになります｡広瀬氏の主張が紀墨であることを願っています。
－"◇香山リカ･川ﾘ麗昌明『ﾄｸﾀｰﾌ1鷹どうして祷臓詔ゴテったんで勅､?』

＜上記＞の本と対称的な少し希望を感じられる本です。埼玉県生まれの 七つ森雷房￥1,500＋税
医師小鷹さんが、人生の転機として自らの意志で「原発に一番近い病院」の南相馬市立総合病院に勤
務します｡そして南相馬での生活を楽しみ、乗馬を学び､相馬野馬追い祭の神旗争奪戦に参戦します。
精神科医師香山リカさんとの明るい手紙のやりとり、悩みの解消法をまとめたものです。
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夙蔑鷲駕II茎｡1．年以来､震災後初
です。ご出席をよろしくお願いいたします。事務局
員一同、仕事の合間の忙しい中で頑張っています。
◆10月9日はノーベル平和賞の発表です。「憲法9
条を守った日本国民」r九条の会」が受賞できるの
か。‘戦争をしない国・日本”をアピールしたい！

◆関東の方から「あのガードマンのようなヒゲの隊
長も、秘密法担当の女性議員も福島県出身なんです
ね」と言われ悔しかったので、「武力でなく医療面で

国際貢献した先駆者は野口英世ですし、日米開戦を直
前まで回避しようと努めた朝河貫一も福島県出身です
よ」と返してやりました。（

－

昌蹴
＜『は嚇軸姦雌｣事務局員連絡先。市外局番はTELO 2 4 4>
○会長:平田慶肇(ひらたけいいち) TEL24-1 21 1･FAX24-4 825

0事務局長:山崎健- TELO90-7527-5453 Eメール: yamazakikenl @gmail｡com
O会計:井上由美 〒975-0031南相馬市原町区錦町1-43井上薬局内 TEL22-7511 ･ FAX26-0892
O石田賢二TELO80-55 56-4037 O早坂吉彦TEL22-0326 0番場恵子TEL22-0715
0ホームページ担当：大浦祥見TEL24-0704 0志賀勝明TELO90-9530-5524
O栗村文夫･桂子TELO90-8851 -6904 0田中徳雲TELO90-2796-4066
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関東大震災福島発祖父の打電原町が皇二報’
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「
本
日
正
午
、
横
浜
に
お
い
て
大
地
震
に
次
い
で
大
火
災
起
こ
り
、
全
市
ほ
と
ん
ど
猛
火
の

中
に
あ
り
：
．
．
：
」
・
蛇
年
前
の
関
東
大
震
災
。
福
島
県
の
無
線
電
信
局
長
だ
っ
た
米
村
嘉
一
郎

さ
ん
（
１
９
７
６
年
に
躯
歳
で
死
去
）
は
一
報
を
海
外
に
初
め
て
伝
え
、
世
界
か
ら
支
援
が
す

ぐ
に
集
ま
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。
「
そ
の
福
島
が
今
度
は
被
災
地
に
な
っ
た
。
復
興
の
た

め
に
最
先
端
の
英
知
を
再
び
結
集
し
て
ほ
し
い
」
・
孫
の
恵
子
さ
ん
（
錨
）
は
そ
う
願
う
。
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国
家
の
大
事
業
受
け
入
れ
の
歴
史

一
「
英
知
の
再
結
集
」
孫
は
願
う

： ,復興蕊蕊知涛灘』孫r原発蓋最先端‘擬
『
東
洋
一
」
の
無
線
塔
世
界
へ

八
３
．
洞
か
ら
未
来
へ
ｖ
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鱒１
９
ｓ
０
年
代
後
半
に
撮
影
さ
れ
た
原
町
無
線
塔
Ⅱ
南
相
馬
市
博
物
館
提
供

んさ
嘉
一
郎
さ
ん
は
、
旧
逓
信
省

磐
城
無
線
電
信
局
（
福
島
県
富

岡
町
）
の
局
長
だ
っ
た
。

１
９
２
３
（
大
正
辺
）
年
９

月
１
日
の
関
東
大
震
災
の
時
、

南相馬市博物館提供 助

要
請
を
他
局
経
由
で
キ
ャ
ッ

チ
。
英
語
が
堪
能
だ
っ
た
嘉
一

郎
さ
ん
が
そ
の
日
の
う
ち
に
電

文
を
打
っ
た
。

こ
の
電
波
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
局
が
受
信
。
米
国
の
新
聞

に
載
り
、
世
界
に
伝
わ
っ
た
。

嘉
一
郎
さ
ん
は
そ
の
後
も
１
週

間
、
不
眠
不
休
で
被
災
状
況
を

伝
え
続
け
た
と
い
う
。
日
本
に

は
知
力
国
以
上
か
ら
支
授
が
相

次
い
だ
。

世
界
に
情
報
を
発
信
で
き
た

の
は
原
町
（
現
南
相
馬
市
）
に

当
時
、
最
先
端
の
無
線
塔
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。
高
さ
２
０
１
勝

で
認
「
東
洋
ご
と
も
称
さ
れ

た
と
い
う
。
日
本
か
ら
外
国
に

無
線
通
信
が
で
き
る
逓
信
省
の

唯
一
の
施
設
だ
っ
た
。

４
年
前
の
３
月
ｎ
日
に
東
日

本
大
震
災
が
起
き
た
と
き
、
東

京
都
に
住
む
恵
子
さ
ん
の
頭
に

は
、
真
っ
先
に
祖
父
の
嘉
一
郎

さ
ん
の
こ
と
が
よ
ぎ
っ
た
。

恵
子
さ
ん
が
小
学
生
の
こ

ろ
、
嘉
一
郎
さ
ん
は
都
内
で
隣

の
家
に
暮
ら
し
て
い
た
。
控
え

め
な
性
格
で
、
当
時
の
こ
と
を

自
分
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
話
さ
な

か
っ
た
が
、
時
々
、
雑
誌
に
載

る
記
事
で
祖
父
の
仕
事
ぶ
り
を

磐
城
無
線
電
信
局
が
開
局
し

た
の
は
関
東
大
震
災
の
３
年

前
。
国
際
無
線
電
信
局
の
建
設

ば
、
国
家
を
挙
げ
て
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
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原
町
市
史
に
よ
る
と
、
逓
信

省
が
商
用
と
し
て
建
設
を
計

画
。
無
線
電
信
局
を
千
葉
県
に

持
っ
て
い
た
海
軍
は
、
電
波
の

混
信
を
嫌
っ
て
２
０
０
談
以
上

離
す
よ
う
要
求
し
た
。
原
町
は

国
に
土
地
の
無
償
提
供
を
提
案

し
、
交
通
や
電
力
供
給
が
便
利

で
地
盤
も
強
固
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
。

塔
を
思
い
起
こ
す
人
い
ま
も

■｜釦った。恵子さんの父の蝋
一
雄
さ
ん
の
名
は
、
磐
城
市
（
現

一・いわき市）から一字をもら
－
つ
た
こ
と
も
知
っ
た
。

関
東
の
人
た
ち
を
救
お
う
と

福
島
で
奮
闘
し
た
祖
父
を
思
う

と
、
４
年
前
の
原
発
事
故
に
は

や
る
せ
な
い
気
持
ち
が
こ
み
上

げ
て
く
る
。

「
無
線
も
原
発
も
そ
の
時
代

の
最
先
端
の
技
術
。
地
元
の
人

た
ち
は
誇
り
に
思
っ
て
ど
ち
ら

も
受
喧
入
れ
て
き
た
は
ず
。
そ

れ
な
の
に
、
そ
の
原
発
で
地
元

の
人
が
苦
し
ん
で
い
る
」

昨
年
３
月
、
朝
日
新
聞
の
声

欄
に
、
祖
父
の
活
躍
と
、
そ
の

無
線
塔
は
１
９
８
２
年
に
解

体
さ
れ
、
現
存
し
て
い
な
い
。

だ
が
、
南
相
馬
市
博
物
館
の
二

上
文
彦
学
芸
員
に
よ
る
と
、
東

日
本
大
震
災
後
、
市
民
の
中
に

は
無
線
塔
を
思
い
起
こ
す
人
も

少
な
く
な
い
と
い
う
。

「
関
東
大
震
災
で
は
、
無
線

塔
か
ら
の
発
信
が
『
日
本
を
救

え
』
と
い
う
運
動
を
世
界
に
起

こ
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時

に
世
界
中
か
ら
受
け
た
支
援
と

重
な
っ
て
く
る
の
で
す
」

さ
ら
に
、
国
の
た
め
に
無
線

塔
の
建
設
地
謹
提
供
し
た
と
い

う
経
緯
が
、
首
都
圏
の
た
め
に

孫
と
し
て
の
今
の
思
い
を
奮
い
一

樅か識棚言華垂唖雪札鐘や一」
父
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
富
岡
町

を
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
う
畠

え
討
昨
年
２
月
に
は
長
年
連
れ

添
っ
た
母
に
先
立
た
れ
た
。
投
一
》

書
で
父
を
元
気
づ
け
た
か
２

た
。
そ
の
父
も
昨
年
如
月
に
後
《

を
追
う
よ
う
に
他
界
し
た
。

《

ん鑑密睡嘩囎幅噛焔筆評雛一
と
し
て
社
会
学
を
教
え
、
昨
年

退
官
し
た
。
仕
事
も
一
段
落
し
》

た
今
、
祖
父
と
父
に
ゆ
か
り
の

ある福島をいつか訪れたい一
と
思
っ
て
い
る
。
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、
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電
気
を
送
る
原
発
を
引
き
受
け

た
こ
と
と
も
重
な
る
ｐ

無
線
塔
が
あ
っ
た
場
所
は
高

見
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
塔

跡
地
を
示
す
花
時
計
が
あ
る
。

道
路
の
向
か
い
に
は
縮
尺
犯
分

洲
勤
纈
騰
鶴
鰡
堕

頂
部
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
は
無
線
塔
の
企
画
展
も

初
め
て
開
催
し
た
が
、
若
い
世

代
も
共
感
を
持
っ
て
く
れ
た
。

『
無
線
塔
の
話
を
通
じ
て
、
人

の
心
の
つ
な
が
り
の
あ
り
が
た
》

澪
繩
雛
凄
一
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▲2015年3月31日『朝日新聞』神奈川版、同記事が4月15日『朝日新聞』福島版にも掲戦。
○「原発」事故後、「無線塔」に関心が深まっていますが、これは朝日新聞神奈川県横須賀支局
長前田墓行記者の記事です。前田記者は原発事故後の福島県や南相馬市に寄り添う取材を重
ねていて、「プロメテウスの罠」のヒットは同記者の「防護服の男」から始まりました。
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